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際
限
な
く
高
速
道
路

を
造
り
続
け
る
た
め
の
財

源
に
道
路
特
定
財
源
が
充

て
ら
れ
る
。
国
民
の
過
半

数
が
一
般
財
源
化
を
求
め
、

暫
定
税
率
を
廃
止
し
ガ
ソ

リ
ン
代
が
下
が
り
、
暮
ら

し
や
営
業
が
楽
に
な
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
。
道
路

問

特
定
財
源
に
つ
い
て
市
長

の
認
識
を
伺
う
。

　

今
年
度
の
予
算
編
成
の

手
法
を
枠
配
分
方
式
と
し
、

予
算
額
を
対
前
年
度
比
6
・

8
%
減
ら
し
2
1
8
億
円

と
し
た
。
新
事
業
の
裏
に
、

子
育
て
世
代
へ
の
応
援
施

策
や
、
障
害
者
の
命
や
、

一層抜本的
行財政改革を進める

活緑クラブ

八木　眞 議員

合併効果は
いかに

市長

　
　

旧
4
町
で
持
ち
寄
っ

た
基
金
は
約
1
0
0
億
あ

っ
た
。
今
財
政
調
整
、
減

債
基
金
あ
わ
せ
て
も
10
億

足
ら
ず
で
あ
る
。
そ
の
他

は
ど
こ
へ
消
え
た
の
か
。

合
併
特
例
債
や
、
規
模
拡

大
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
を
あ
て
に
し
て
仕
組

問

ま
れ
た
合
併
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
こ
れ
で
は
、

合
併
効
果
を
期
待
す
る
市

民
は
あ
て
が
は
ず
れ
、
閉

塞
感
と
失
望
感
に
満
ち
て

い
る
。
加
え
て
、
子
育
て

支
援
を
縮
小
し
よ
う
と
す

る
等
、
20
年
度
予
算
に
つ

い
て
世
の
批
判
は
大
き
い
。

　

今
、
自
殺
が
増
え

1
0
0
0
人
に
一
人
の
割

合
で
あ
る
。
経
済
、
病
気
、

絶
望
感
、
い
ろ
い
ろ
と
理

由
が
あ
る
と
思
う
が
充
分

な
行
政
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
が
働
い
て
い
る
の
か
。

安
心
、
安
全
が
南
丹
市
の

第
一
の
施
政
で
あ
る
。
市

民
一
人
ひ
と
り
が
希
望
を

抱
け
る
社
会
建
設
が
最
も

重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
び

の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、

枠
配
分
方
式
と
い
う
新
た

な
手
法
が
と
ら
れ
た
。
各

部
、
各
課
、
6
・
8
％
を

減
じ
る
と
い
う
考
え
方
は

い
か
が
な
も
の
か
。
聖
域

健
康
に
直
接
影
響
す
る
よ

う
な
事
業
の
廃
止
、
縮
小

が
目
立
っ
て
い
る
。
市
の

独
自
施
策
を
全
市
に
広
げ

て
、
お
金
が
な
い
か
ら
止

め
ま
す
で
は
市
民
は
納
得

で
き
な
い
と
思
う
が
、
市

長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　
市
の
道
路
維
持
整

備
が
必
要
で
あ
り
、
道
路

財
源
の
確
保
に
努
力
し
て
い

く
。
大
変
厳
し
い
行
財
政

状
況
の
中
で
、
市
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
各
種
事
業
の
見
直
し
を

図
り
、
事
業
評
価
を
行
う
。

　
　

カ
ン
ポ
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
問
題
に
つ
い
て
、

二
月
末
に
京
都
府
の
予
算

特
別
委
員
会
の
企
画
環
境

審
査
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

京
都
府
の
責
任
も
問
わ
れ

て
い
る
。
市
も
「
監
督
官

庁
は
京
都
府
に
あ
る
」
と

し
て
い
る
が
、
市
の
主
体

的
な
対
応
と
具
体
策
を
伺

う
。
環
境
課
の
設
置
に
よ

り
、
環
境
問
題
に
対
す
る

専
門
性
・
独
自
性
の
あ
る

行
政
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
球
温
暖
化
は
現
在
進

行
中
の
危
機
と
し
て
と
ら

え
、
す
で
に
市
民
参
加
型

市
長

問

で
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
。
そ
ん
な
中
で
、
環
境

基
本
計
画
、
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
の
策
定
状

況
を
伺
う
。

　
　
　
カ
ン
ポ
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
問
題
は
、
地
元

住
民
に
説
明
し
会
社
に
は

指
導
や
意
見
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
の
ご
み
行
政
の

問
題
は
京
丹
波
町
と
十
分

協
議
し
て
い
く
。

市
長

道路整備のための
道路財源の確保の努力を

道路特定財源に
ついての認識は
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無
く
事
業
を
減
じ
る
こ
と

は
、
継
続
事
業
の
し
が
ら

み
だ
け
で
取
捨
選
択
で
き

な
い
結
果
と
い
え
る
。 

先

般
8
月
の
機
構
改
革
と
言

い
知
恵
が
な
さ
過
ぎ
る
。

多
く
の
職
員
の
力
を
外
郭

団
体
で
も
発
揮
し
て
い
た

だ
き
、
現
地
現
場
主
義
で

庁
舎
外
で
市
民
と
の
協
働

作
業
が
、
新
た
な
感
動
と

希
望
を
生
み
出
す
。
財
政

困
窮
の
時
こ
そ
新
た
な
発

想
の
展
開
が
必
要
。
全
国

地
方
自
治
体
は
財
政
的
に

等
し
く
苦
し
い
。
し
か
し

自
治
体
の
情
熱
に
よ
っ
て

は
補
助
対
象
を
考
え
る
国

の
方
針
が
あ
る
。
理
事
者

は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
通
じ

て
、
外
に
出
て
補
助
金
獲

得
に
動
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

昨
年
決
定
を
い
た
だ
い

た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
各
町
へ
の
配
置
は
多
く

の
お
母
さ
ん
方
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
希
望
を

あ
た
え
た
。
協
働
の
第
一

歩
だ
と
考
え
る
。
い
か
が

お
考
え
か
。

　
　
　
南
丹
市
の
輝
く
未
来

に
今
何
を
や
ら
ね
ば
な
ら
な

い
か
、
な
お
一
層
与
え
ら
れ

た
責
務
を
果
た
す
た
め
に
努

力
を
す
る
覚
悟
で
あ
る
。
今

後
職
員
定
数
も
削
減
の
方
向

で
考
え
る
。
当
然
二
年
目
の

折
り
返
し
点
、
一
層
抜
本
的

行
財
政
改
革
を
進
め
た
い
。

市
長

　
南
丹
市
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
は
今
年
度
末

に
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

昨
年
「
南
丹
市
平
和

都
市
宣
言
」
を
し
た
が
、

市
と
し
て
積
極
的
に
平
和

行
政
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
平
和
パ
ネ
ル
展
を
行

っ
た
り
、
広
島
平
和
祈
念

式
典
に
市
民
や
職
員
を
派

遣
し
た
り
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
美
山
で
は
モ

問

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
て

い
た
と
聞
く
が
、
具
体
的

な
平
和
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

　
　
　
教
育
委
員
会
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
を
と
り

平
和
教
育
を
推
進
す
る
取

り
組
み
を
検
討
し
実
施
し

て
い
く
。
平
和
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
具
体
的
な

も
の
は
な
い
。

市
長

市長

第
一
の
施
政
で
あ
る
。
市

い
か
が
な
も
の
か
。
聖
域

だ
き
、
現
地
現
場
主
義
で

新しく作成された南丹市総合振興計画冊子

府道吉富八木線の歩道新設
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